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平
成
町
出
年
の
新
車
甘
を
織
る
先
日
一
釈
伝
の
ス
タ
ー
ト
(
抽
出
地
区
)

と
一
白
楽
し
く
ふ
れ
あ
え
石
「
湘
南

平
ビ
ュ
ー
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
幻
」
や
、

昨
年
十
一
月
号
の
広
報
紙
で
紹
介

し
た
新
庁
舎
建
設
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
に
し
た
い
と
も
考
え
て
い

ま
す
。以

上
が
現
在
倹
討
さ
れ
て
い
る

主
な
基
本
計
頭
で
す
。

平
成
四
年
度
の
予
算
は
、
「
き

平
塚
市
は
、
四
月
一
日
で
市
総
施
汚
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
七
年
四
月
一
日
、
横
浜

ら
め
く
海
緑
の
氏
創
造
と
う

市
、
横
須
賀
市
、
川
崎
市
に
つ
い
で
神
奈
川
県
m下
四
番
目
に
、
中
部
平
塚
町
か
ら
叶
平
塚
市
」
る
お
い
の
沼
南
の
都
市
ひ
ら
つ

へい
C
4
巾
制
を
施
行
し
ま
し
た
。
現
寂
市
で
は
、
市
制
六
十
周
年
を
お
祝
い
し
よ
う
と
「
一
一
十
五
か
一
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

一
一
十
…
世
紀
に
向
け
て
進
め
て
い

万
人
市
民
が
参
加
で
き
る
こ
と
」
と
、
「
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
平
塚
市
の
活
性
化
に
つ

ぞ
計
盛
行
政
「
新
総
A
E
計

画

ポ

な
が
る
こ
と
」
を
重
点
課
題
に
、
記
念
事
業
の
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
基
本
ツ
ト
プ
ラ
ン
幻
ム
を
基
準
に
、

約

な

考

え

方

が

決

ま

り

ま

し

た

の

で

お

知

ら

せ

し

ま

し

ょ

う

。

現

在

予

算

編

淡

が

進

め

ら

れ

て

い

ま
す
。
六
十
間
周
年
事
業
も
新
年
度

役
目
間
前
首
抗
日
γ
町
問
山
口
旬
司
ぷ
日
日
目
記
念
施
設
誌
は
日
守
れ
れ
れ
れ
ね

「
新
た
な
康
史
に
向
け
て
の
ス
タ
で
は
「
総
合
公
頭
夏
ま
つ
り
」
が
市
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
容
は
四
月
一
日
に
発
行
す
る
広
報

l
ト
の
契
機
」
を
基
本
理
念
に
、
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
た
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
の
一
建
設
を
考
え
紙
一
市
制
記
念
特
集
号
)
で
お
知

先
入
の
業
績
を
た
た
え
、
二
十
一
秋
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
鍵
で
い
ま
す
。
ま
た
、
親
子
で
自
然
ら
せ
し
ま
す
。

世
紀
の
出
発
点
と
し
、
記
念
式
典
、
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
拡
大
し
、

記
念
企
画
(
事
業
)
、
記
念
施
設
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
ス
ポ
ー
ツ
で
楽

で
構
成
す
る
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事

し

た

。

を

許

画

中

で

す

。

ま

た

芸

術

の

秋

記
念
事
業
の
姿
勢
と
し
て
は
、
に
併
せ
て
、
完
成
し
た
ば
か
り
の

湘
南
に
お
け
る
本
市
の
役
割
を
抱
平
塚
市
美
術
婦
を
中
心
会
場
に
、

援
す
る
事
業
、
歴
史
を
振
り
返
り
芸
術
・
文
化
を
中
心
と
し
た
イ
ベ

未
来
へ
つ
な
げ
る
事
業
、
自
然
を
ン
ト
が
計
閲
さ
れ
て
い
ま
す
。

守
り
生
活
・
文
化
・
経
済
に
つ
な
冬
は
、
昨
年
十
二
月
に
開
催
さ

が
る
事
業
、
市
民
憲
章
が
館
山
ヤ
辿
に
れ
、
九
百
人
の
方
々
が
参
加
し
た

生
か
さ
れ
て
い
る
事
業
、
新
し
い
「
第
九
を
う
た
う
累
民
の
つ
ど

時
代
を
展
望
す
る
事
業
の
五
つ
を
い
」
を
中
心
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

柱
に
、
春
か
ら
一
年
間
、
市
制
六
こ
の
外
、
七
夕
ま
つ
り
や
産
業

十
燭
年
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
ま
つ
り
な
ど
も
、
公
共
施
設
の
自

た
だ
し
、
市
制
五
十
周
年
と
い
主
事
業
と
し
て
単
独
に
、
記
念
事

う
大
き
な
節
自
で
は
な
い
の
で
、
業
と
し
て
一
跨
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

現
在
行
わ
れ
て
い
る
行
事
等
を
拡
り
ま
す
。

大
a

充
実
さ
せ
て
、
市
民
の
み
な
ま
た
出
版
関
係
と
し
て
、
記
念

さ
ん
と
共
に
お
祝
い
し
よ
う
と
い
峡
溺
や
郵
政
省
の
協
力
に
よ
る
認

う
の
が
今
回
の
ね
ら
い
で
す
。
念
は
が
き
の
発
行
な
ど
が
検
討
中

記
念
会
箆
〈
事
業
〉
で
す
。
さ
ら
に
「
市
の
鳥
」
一
市

選
の
愛
称
」
コ
ア
ザ
イ
ン
パ
ス
」

記
念
金
一
闘
と
し
て
は
、
春
夏
秋
な
ど
、
業
し
い
企
画
も
考
案
中
で
、

冬
と
四
季
に
分
け
て
記
念
行
事
を
こ
れ
か
ら
異
体
的
な
内
容
の
検
討

行

い

ま

す

。

に

入

り

ま

す

。

春
は
、
緑
化
ま
つ
り
を
舷
大
U

記

念

式

典

「
湘
南
ひ
ら
つ
か
響
ま
つ
り
一
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
塁
芸
品
一
は
、
四
月
一
白
が
市

総
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
制
記
念
日
な
の
で
、
そ
れ
に
併
せ

夏
は
、
一
昨
年
の
。
サ

l
フ
て
四
月
上
旬
の
向
日
曜
日
に
開
催
で

町
出
。
を
再
現
す
る
よ
う
な
海
の
わ
き
る
γ

ょ
う
議
偏
在
進
め
て
い
ま
す
。

潮F露ひらつか

護憲まつり
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交
通
災
容
共
済
加
入
車
十

校務作業員の募集
く〉職務内容小中学校で枝務作業する

く〉受験資措昭和31年 4j:j 2 f:jl-).障に

出生した男子

く〉申し込み 1 FJ24EJ (金)までに受験

申込害(総務課で用意)を市教育委

員会総務課へ主呈出する。

広
報
課
で
は
、
観
光
パ
ス
で
市
持
)

内
の
各
施
設
を
巡
る
施
設
見
学
会
ム
r

を

爾

く

。

〈

昼

食

〉

5
大
神
環
境
衛
生
セ
ン

今
回
は
施
設
嘉
子
の
ほ
か
、
江
タ

1
1笑
術
学
ム
巾
役
所
(
午
後

の
島
、
三
浦
半
島
が
望
め
る
湘
南

4
時
お
分
)

平
か
ら
車
春
の
梅
模
湾
を
眺
め
た
マ
定
員
組
人
(
抽
選
)

り
、
美
術
館
の
特
別
展
・
ル
1
マ
マ
持
っ
て
く
る
物
参
加
葉
、
雨

ニ
ア
ブ
カ
レ
ス
ト
国
立
美
術
館
絵
具
、
昼
食
代
(
百
九
十
円
)

頭
展
を
鑑
賞
し
た
り
し
て
み
る
。
マ
申
込
期
限

1
R
M日
(
金
)

ご

事

茄

を

。

参

加

を

希

受

さ

れ

る

方

は

、

は

マ
期

B

1
月
初
日
(
木
)
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

集

合

午

前

8
詰

分

、

市

役

話

警

を

記

入

の

う

え

、

高

平

所

市

民

ホ

ー

ル

塚

市

浅

間

町

9
i
l
平
塚
市
役

マ
コ
ー
ス
市
役
所
(
午
前

9

所
広
報
課
(
内
線
一
二
一
四
)
へ
。

市役所の窓口に来なくても必要な夜明

が受けられるよう、各地区に市民窓口セ

ンターを筒設している。

例年、この時期は市 a 県民税と所得税

の申告のため本庁舎内の窓口が混雑す

る。諸蓋E明が必要なと君は、お近くの市

民窓口センターでご利用を。

官開設場所駅前市民窓口セン主 (M 
Nピル10騎)、大野・霊童臼伽神FEj.域

島 ・岡崎-金問・金Ej.髭・吉沢・

旭北公民 館 内 市 民 窓 口 セ ン タ

方公開設時潤 午前 9時~今後 5時(土曜

B午 前 9時~今後 0時 30分)

守政扱業務戸籍謄・抄革、住民禁、印

錐登錨説明、身分:ilE明、税務証明、年

金現況1畠など

官問い合 わせ先市民課(内線234)

市
開
問
蛸
制
談
窓
一
お

j
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一

ー
月
羽
田
(
火
)
、

2
月
4
E
(
火)、

。
一
組
法
樺
相
秘

1
月
羽
田
(
水
)
、
泊
目
(
ホ
)

2
月
5
日
(
水
)
、
日
臼
(
ホ
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
3
日即時

公
聴
且
嗣
郎
、
棋
部
品
、
調
鏡
棉
観

2
丹
は
日
(
金
)
、
日
時
i
M時

。
一
般
市
民
組
情
説
毎
日
(
た
だ
し
、
土
嘱
は
日
時
ま
で
、
日

躍
E

祝
日
・
第
2
・第
4
土
曜
は
除
く
)

コ
消
費
生
活
指
紋

1
丹
口
日
(
金
て
お
臼
(
金
)
、
白
日
(
金
)

2
R
7
日(金)、

H
日(金)、
9
時
jkJ
同
時

〈
〉
定
問
年
金
補
綴

2
月
日
日
(
木
)
、
山
時
t

、
日
時

。
発
明
帯
鞍
特
許
相
殺

2
月
3
日
(
汚
)
、
叩
時
1
日
時

。
下
鞠
動
向
引
相
麟

1
月
日
目
(
木
}
、
日
時
担
分
j
t
J
M
時

〈
〉
住
宅
椙
綴
(
新
華
補
持
な
ど
)
1
月
白
日
(
火
)
、
日
時
3
日
時

会
鴻
符
ぽ

を
務
少
年
制
相
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
j令
官
一
一
一

月
f

〉
全
曜
日
9
時
i
M時
土
瞳
日
怯
日
時
ま
で

や
摘
み
ご
と
は

M

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
ρ

お
!
七
八
一
一
一

O

月
1
土
曙
日
9
時
1
日
時
時
分

議

後

会

議

お

j
一一一一一一一一一一…

〈
〉
心
配
ご
と
相
級
時
運
月
曜
日
、
日
時
3
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
間
N
S金
曜
日
、

9
時
1Mm時

(
土
曜
日
は
は
時
ま
で
、
第
2
・第
4
4
4
曜
を
除
く
)

。
結
婚
指
絞
華
週
日
曜
日
、
日
時
1
日
時

(箪
3
日
曜
日
を
除
く
}

。
母
子
相
鍛
毎
週
月
，
、
金
植
田
、

9
時
1
M時

。
車
窓
閥
均
藤
橋
脚
蹴
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

。
高
齢
者
磯
離
相
談
揮
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
四
骨

1
日
時

(
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
第
2
・第
4
土
曜
は
除
く
)

。
捕
人
相
談
毎
月
第
3
木
曜
白
、
拍
時
1
日
時



第 486号

館

員

3
日

(

丘

中

原

幸

一

払

い

が

露

で

あ

る

寧

菱

重
背
館
、

4
日
(
火
)
金
回
公
一
緒
と
号
室
い
⑤
他
の
雲

氏
館
、

5
日
(
ー
本
)
み
ず
ほ
小
学
一
金
を
受
け
て
い
な
い

校
体
育
鯨
、

7
日
(
金
)
勝
原
小
一
一
〉
支
給
額
丹
綴
九
千
円

学
校
体
背
抽
出
、

9
口
(
日
)
江
鶴
一
マ
申
議
期
限

2
月
幻
自
(
金
)

中

学

校

体

育

館

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

撰
時
間
は
午
後
6
時
初
分
1
8時
一
一
悌
(
市
内
線
五
一
一
一
…
一
)

ぬ
分

(
9
臼
の
み
、
午
前
9
持
お

分
1
1時
初
分
)

の
名
称
と
位
襲
、
併
せ
て
付
属
体

育
館
の
設
置
を
規
定
し
た
。

月

3混雑ひらつか

税
そ
導
入
す
る
た
め
に
改
正
し

た
。
平
塚
市
水
産
物
地
万
卸
売
市

場
事
業
特
別
会
計
は
、
非
課
税
事

業
の
た
め
内
税
に
よ
る
改
正
と
な
費
の
ほ
か
、

十
二
月
二
日
か
ら
間
開
会
さ
れ
た
今
議
会
は
、
平
成
二
革
度
の
決
算
一
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
一
な
お
、
っ
て
い
る
o

な
お
、
食
肉
セ
ン
タ
取
得
費
、
~

議
会
定
例
ム
吾
、
十
一
一
月
一
一
十
の
認
定
を
は
じ
め
、
ひ
と
り
貌
家
一
家
庭
に
対
し
て
医
療
費
の
与
量
一
可
を
受
け
た
万
は
、
使
用
料
は
こ
一

1
会
計
も
規
則
改
正
す
る
。
施
付
設
の
初
度
誠
弁
費
、
当
面
必
要
な
一

日
に
審
議
を
終
え
閥
会
さ
れ
た
。
警
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
一
号
を
震
す
る
た
め
、
新
た
に
一
れ
ま
で
の
嘉
と
な
る
。
一
は
い
ず
れ
も
四
月
一
日
。
諸
経
費
な
ど
に
つ
い
て
補
正
し
て
一

e-機
織
鏑
総
綴
滋
緩
輔
関
設
条
例
な
ど
、
二
十
六
議
築
が
提
案
一
条
例
在
制
定
し
た
。
(
別
掲
参
照
)
一
{
子
ど
も
の
家
の
談
議
及
U
管
緩
一
{
公
共
下
水
道
使
淘
判
明
晶
刑
期
間
の
一
い
る
。
こ
の
結
果
、
補
正
額
が
一
一

議
畿
灘
轡
灘
鵜
舗
欝
鰭
山
中
さ
れ
た
。
審
議
の
結
果
、
平
成
二
二
市
決
休
養
の
棚
譲
治
協
暗
殺
の
毅
一
等
に
問
附
す
る
粂
併
の
一
部
改
喜
一
部
数
一
法
十
一
一
一
億
四
千
七
十
万
円
と
な
り
、
一

議
離
融
鰭
鰻
離
職
誠
一
勧
年
度
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
一
珊
翠
謀
議
世
帯
に
関
す
る
条
例
の
一
平
成
一
-
一
年
度
事
業
で
窪
認
を
進
一
公
共
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
既
定
予
算
と
合
わ
せ
る
と
予
算
規
一

概
繍
鱗
鱒
鶴
鱒
繍
鱗
鶴
町
継
続
蕩
賓
と
な
っ
た
が
、
そ
の
外
一
一
部
議
比
一
一
め
て
い
る
仮
称
ー
山
城
地
域
子
ど
も
一
消
費
税
を
導
入
す
る
た
め
改
正
し
撲
は
六
百
六
十
六
億
四
千
四
百
三
一

誠
議
繍
鱗
麟
襲
撃
謝
の
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
一
消
費
税
の
導
入
に
雪
山
刊
誌
石
室
「
平
塚
市
場
子
ど
も
の
一
右
手
塚
市
下
主
一
特
窓
口
計
は
十
万
円
と
必
っ
た
。
一

機
機
騒
騒
鶴
難
欝
欝
加
え
主
本
議
案
は
次
の
と
お
り
。
一
用
料
キ
ャ
ン
プ
場
俊
樹
料
t
f
t
一
家
」
と
し
て
設
置
し
、
そ
の
名
祢
一
課
税
一
事
奨
の
た
め
、
外
校
、
と
し
て
主
な
内
容
と
し
て
は
、
民
生
由
貿
一

機
騒
麟
麟
鱗
轍
韓
掛
{
ひ
と
り
襲
警
襲
撃
の
一
改
正
し
弓
こ
れ
に
よ

2
5一
と
位
置
を
規
定
し
だ
一
課
税
さ
れ
る
。
警
は
背
一
日
。
で
宮
城
子
ど
も
妥
話
室
一

議

盤

欝

欝

露

間

撃

に

警

る

条

例

}

一

場

合

、

役

使

用

短

大

人

一

千

一

翼

病

院

の

診

警

そ

の

他

の

工

事

一

公

渓

絡

の

品

襲

警

護

弁

費

と

集

会

地

域

子

ど

も

の

一

欝
鰭
膿
韓
鰻
襲
撃
顛
倒
見
章
扶
養
子
当
受
給
容
を
章
一
八
百
五
十
円
、
小
人
一
千
一
一
汗
一
二
警
の
撃
に
癒
す
る
条
例
の
こ
甘
さ
織
す
る
条
例
の
一
部
改
忍
家
の
用
地
取
得
紫
、
教
育
費
で
は
一

離
韓
欝
擁
護
麟
欄
糟
と
し
た
母
子
家
庭
と
、
さ
ら
に
周
一
十
語
、
家
族
左
用
料
は
大
人
一
撃
忍
一
平
成
一
一
…
年
度
事
業
で
建
て
替
え
雲
中
の
湖
南
公
民
館
の
初
案
一
有
し
て
い
る
方
の
中
で
、

難
欝
灘
灘
鶴
繕
韓
器
禁
程
度
の
経
護
況
に
あ
る
父
子
家
一
一
一
千
一
一
一
百
六
十
円
、
小
人
一
子
八
一
特
別
入
器
使
用
料
や
普
通
診
一
を
し
て
い
る
長
重
量
警
「
怒
毒
主
図
書
普
望
書
竺
耕
地
区
指
定
を
毛
主

議
幾
護
観
議
議
壌
市
庭
言
、
医
療
費
に
係
る
経
済
約
一
百
五
十
円
と
な
っ
た
。
一
喜
等
の
手
数
料
に
つ
い
て
、
消
一
南
公
認
鰐
と
し
て
設
置
し
、
そ
入
費
予
毒
亙
し
て
い
る
。
一
お
申

1
ぷ
を
。

一2
2
2
2
2
2
m
5
5
5
5
5
5
5
5
E
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
2
5芸
5
5
5
5
5主
さ
さ
き
芸
前

E
5
5
5
5
2
5さ
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
2き
5
5
2
5
2
2
5
5さ
さ
き
さ
一
マ
受
付
期
間

2
月
1
日
(
Lし
)

げ

つ

雑

倒

せ

③

護

支

あ

議

案

一

県

民

税

申

告

書

喜

美

ほ

か

一

づ

く

と

慾

口

が

混

雑

す

る

の

で

、

豆

、

一

事

在

以

上

塁

走

一

守

問

い

合

わ

せ

允

資

産

量

k
一
1
3
2
2
5

口
四
一
一
語
詩
的
時
計
一
確
定
尚
喜
招
致
州
一
日
日
一
一
L
1
5
5
5
どいおい刊誌一

!
?
O
)

一
位
ヲ
品
同
時

間
ま
釦
沈
惜
の
合
計
額
が
扶
養
護
な
ど
の
所
一
撃
さ
平
塚
支
部
で
は
、
生
マ
対
象
と
な
る
償
却
資
産
七
百
、
行
日
(
土
)
ま
て
に
中
一
滋
諮
問
潟
識
は
洋
一
察
後
一
語
出
免
許
計

z
f

山

山

間

刊

か

U

待
問
問
徐
額
を
超
え
る
万
一
埠
王
に
よ
る
獲
疋
…
之
口
無
料
…
相
談
一
地
、
家
屋
を
除
く
事
業
用
有
形
資
一
北
口
を
。
詳
し
く
は
、
出
霊
長
引
掃
討
!
と
一
所
有
レ
て
い
旦
主
地
の
一
部
が
一
(
門
栄
町
間
二
八
)

r二
間
十
一
許
認
可
山
ト
げ
は
明
日
一
計
十
議
議
一
軒
サ
ヨ
リ
ト
炉
開
吋

H
H
H誌
弓
一
一
一
川
話
回
日
U

れ
れ
訪
れ
一
議
会
議
く

沖
バ
リ
峨
児
、
。
乙
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
方
。
給
与
一

V
日
程

2
月
6
日
(
本
)
1
7
一
所
得
計
算
主
、
一
罰
金
ま
た
は
必
要
一
平
成
3
年
1
月
2
白
か
ら
4
年
1
一
泣
き
、
登
記
が
完
了
し
た
と
き
に
一
生
産
緑
地
指
定
な
ど
に
つ
い
ザ

総

幻

川

仰

が

加

以

外

の

所

得

が

お

万

円

喜

一

え

る

一

日

(

金

)

一

経

費

と

し

て

算

入

さ

れ

る

も

の

0
7
1日
ま
で
に
君
、
山
撃
を
百
け
言
。
公
共
道
路
と
し
て
の
一
の
説
明
会
高
く
こ
と
に
な
っ
一
の
支
給
を
希
望
さ
れ
る
言
、

切

か

3

バ

汁

持

万

一

点

間

午

前

9
陣
内
初
分

1
2
た
だ
し
、
内
動
車
税
、
経
自
動
車
一
転
用
し
、
ま
た
は
住
宅
用
地
以
外
一
霊
い
い
が
あ
る
土
地
に
限
り
、
屈
け
一
た
。
お
山
山
山
骨
げ
を
。
一
籍
活
空
中
学
校
に
申
議
を
。

間

四

品

ゆ

削

剖

マ

日

給

な

ど

に

よ

り

収

入

号

待

て

一

時

今

後

品

1
3雲
分
一
税
が
か
か
っ
て
い
る
車
両
は
除
く
一
の
宅
地
か
ら
住
宅
用
地
と
な
っ
た
一
出
の
重
度
か
ら
非
課
税
扱
い
と
一
語
司
、
会
場
一
マ
支
給
の
条
件
①
エ

所

U

む

い

和

か

い

る

方

一

マ

会

場

市

葉

市

呉

ホ

ー

ル

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

主

税

課

後

一

も

の

③

京

高

じ

期

間

に

、

一

な

る

。

重

量

土

地

係

(

内

線

一

1
月
初
日
(
点
)
大
野
小
学
校
一
宮
内
中
学
校
を
卒
業
し
、

ヱ
地
、
家
屋
、
ゴ
ル
フ
会
量
一
{
童
謡
惑
一
言
葉
(
内
線
一
九
一
)
一
仲
間
定
地
か
ら
非
住
宅
用
地
と
な
一
八
八
)
に
お
尋
ね
を
。
一
体
夏
、
当
(
金
)
神
田
公
民
一
学
校
に
進
学
す
る

な
ど
の
資
産
を
売
っ
た
万
一
マ
日
思

2
1
7
l
ヘ
J
)
1
9
一

↑

っ

こ

も

お

…

警
申
告
に
つ
い
て
は
平
塚
税
一
日
(
水
)

[

t

F

l

一

季

語

り

繍

執

し

た

万

一

f
t
疋

…

務
饗
(
翠
雲
1
一
四

C
C
)、
了

時

刻

午

前

9
2分
t
u
一

選

出

零

取

り

壊

し

た

方

一

特

別

会

総

深

夜

税

一

刊

誌

ま
た
は
市
議
市
民
税
課
普
通
一
持
、
午
後

1
?
3
Z分
一

重

量

、

患

な

ど

を

会

一

需

に

次

の

土

地

を

所

有

し

て

一

協

収
係
(
内
線
二
六
九
)
に
お
尋
ね
一
ヤ
会
場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
一
む
)
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
資
一
い
る
方
は
、
向
こ
う
十
年
間
特
別
一
間
酬

を
。
一
マ
対
象
小
規
模
事
業
納
税
者
一
産
税
諜
家
屋
係
(
内
線
一
一
八
七
)
一
土
地
保
有
税
が
か
か
る
。
申
告
を
。
一
耕
一
吋

申
告
説
明
会
を
一
目
立
ま
で
鐙
却
一
れ
に
す
計
町
民
民
主
日
月
日
目
ι問
日
一
関

一

一

一

戸

同

県
、
市
、
平
塚
税
務
署
高
に
一
資
産
の
申
告
を
一
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
、
一
計
喜
で
一
千
平
方
訟
と
の
土
…
部

よ
る
申
告
説
明
会
が
開
か
れ
る
。
一
一
未
登
記
の
家
屋
は
確
認
が
難
し
い
一
地
②
一
昭
和
臼
年
1
汚
2
日
か
ら
一
間
w

v日
待

2
月
3
日
(
月
)
午
後
一
市
内
に
事
業
所
(
商
倍
、
営
業
一
の
で
、
ご
協
力
を
。
一
平
成
2
年
1
月
1
臼
ま
で
の
期
間
一
材
料

品

3
4時
一

所

、

工

場

等

)

を

所

有

し

て

い

る

志

望

扇

警

護

し

た

方

一

に

、

市

街

化

区

域

内

に

お

い

て

取

一

場

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
ブ
ラ
一
方
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
の
償
一
土
地
に
か
か
る
笥
ι

疋
資
産
話
相
の
一
得
し
た
一
一
一
百
三
十
平
方
♂
以
上
一
一
パ
ス

ザ
(
平
塚
山
地
N
ピ
ル
話
第
五
三
却
資
産
を
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
一
言
、
住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
用
一
千
平
召
集
満
の
土
地
(
響
、
一
付

議
室
)
一
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
三
さ
れ
て
い
る
二
百
平
方
れ
未
満
の
一
施
設
等
に
有
効
利
用
し
て
い
る
土
一
{

マ
内
容
所
得
税
、
事
業
税
、
市
@
一
て
い
る
。
例
年
、
申
告
開
制
限
に
近
一
宅
地
の
税
金
は
四
分
の
一
と
な
一
地
は
免
除
)
一
百

平成41'引用守 58〈ごヨ〉

高齢化社会iこ備え、市誌のみなさん

と一緒lこ考える

認 時 2 ヲl段〈こと〉午後1時 15分

会場中央公渓童書ホール

く〉怒毎富野 午 f灸"時30ぅ，}-

。 競 演 午 捷 2時 10分 一

議締コロムどアトップ
審議院議託 子村長氏

瀦豊富 fこれからの瀦齢化社会を考えるJ

o入場自由{先者700人〉

. fJjい升わせ 悩祉部品齢化社会対策主主



(4) 平成4怒号待守 58

まト J.jIJ 

計

封

書業

鑓車保検事業 91最初， 454万円

改造事業 14億 9，700万円

道事業 110億6，766万円

施設泊地取得事業 5，7117ゴ丹
センタ 6.900万円

災害共済事業 6，713万 P:I

物地方卸売市場事業 3，640J5fI-J 

公闘用地取得事業 9億 8，822万円

保撞医壊事業 8剖億2.964万円

議会計 1011意3，600万円

計 上375億 1，530万円

-...._ 

( 3年 91j j校現在)

予算額

6431軍0，360方向

3 

給料(月額)

一
計
の
予
算
は
六
百
四
十
三
億
三
百

六

四

一

一

一

億

円

の

予

算

一

。

一
六
十
方
向
と
な
っ

F

平
成
三
年
度
の
一
般
会
計
当
初
一

一
布
僚
は
八
一
一
一
一
一
一
億
円

予
算
は
、
五
百
八
十
六
億
三
千
万
一

円
で
あ
っ
た
が
、
五
十
六
億
七
千
一
市
債
(
借
入
金
)
の
現
在
高
は

三
百
六
十
万
円
の
補
正
を
行
っ
た
二
般
会
計
が
三
百
九
十
億
四
百
四

結
果
、
九
月
末
日
現
在
の
一
般
会
一
十
七
万
三
千
円
で
、
特
別
会
計
が

ν泊~

一

計

A
品
一
品

問

般

r

一

w
h
z
 

ア

山山川…一山川舗労務レO)/:口党 心豊豊かなEl:lIを/

とき 1月23段(木)午約9時30分

ところ市民センターホール
〈第 1書官〉婦人の主張
-これからの女性の生き方 平名演知子さん

・これからの女性の生き方宮崎夜子さん

・女性よ パワーアップ 柳川美津江さん

・これからの女性の生き方 校醸車代さん

ー私の社会事加と経輔自立 池田恵子さん

-これからの女性の生き方高橋みよ子さん

〈第 2部〉記念鱗演それぞれの明毘へ/

言講師女優富士凝奈美さん
策幼児蝿脊をご希援の方は、 1月20Bまでに
地域づくり課婦人行政按進担当へ。電話21-7500

報剤(月額)

期未子当

( 2年度支給割合)

四
百
四
十
三
億
五
千
九
百
二
十
三

万
七
千
円
、
合
計
す
る
と
八
百
三

十
三
億
六
千
三
百
七
十
一
万
円
の

市
僚
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、

一
般
会
計
は
十
五
万
七
千
四
十
六

内、

2}守 14EH金)~16 El(箔)

。 コ ー ス 平 塚 高 山 市飛騨の畏見学高

山市内{拍)ー高山市内見学一山代温泉

(治〉 東尋坊越前海岸一平壕

く〉軍費用 45.000円

。事事多義人員 40人

。串し込み地域づくり課市民生活様

たりの負担額()内は 1世帯当たり手

45，483内(出 634内)省

産税 43， 305f'l(128， 189円)百一
J車税 504門( 1，493何)と

と税 2，583円 7，647円)¥]

地保有税 169PJ( 500円)な

酒税 6，473門( 19，161円)宅

計 98，517Fl(291，624河)

と高

く〉とき



震ミ毒殺之，.!

7億 7，095万円

l億 4.581万円

5億 4，270万円 1人当7
8億 3，898万丹市民税

4億 5，480万円 i箆定資

3億5，532万円軽自動
2億 8，900万丹

市たば
64億 8.445万円
2億 1，992万円特別土

崎重0，433万円都市計

I億 8，259万円合

司

390億 3，500万円 60.7% 合言

15.5%ーサ技会言

1.8% 特別会言

1.8% 競輪三

2.1% 留民古

2.1% 
都市E

1.0% 
85.0% 下水三

5.4% 都 7打1

1.9% 食肉 V

3.3% 交通;

4.4% 水産4

総合J

老人イ

購険事;
ι 3年9月末現在)

1億9.411万円

2億 9，963万円

2慎重1.483万円

2億 1，704万円

91億 4，000万円

79億 8，100万円

1億 3.613万円

6億 8，251万円

一
1
m
歳
ま
で
の
方
剖
人
(
初
心
…
叫
問
問
山
(
議
話
お

O
一
O
一

一

)

(

八

燭

小

)

一
者
@
初
級
者
各
お
人
)
捻
進
一
へ
o

〔開問
S
年
生
の
務
}

一

マ

参

加
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付
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仁
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会場 中央公渓童書小ホール
・議事車 青山学院大学教授

袴B3茂樹氏
@対象 一般250人(先着〉

・受講料無料

。申し込み官製はがきに氏名

がな)、住所、電話番号、年齢、

先を記入のうえ、 「キ254平場汁

1-20中央公民館」へ申し込みを 0

.問い合わせ
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13U 27EJ 13 -(町一 13: 30 
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lH-i 28口。 lS_ OO.~16 : 00 

18fl • 13: 00----14 : 00 : 
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20 H • 13 30へ 14. 30 I 

20[-J ゐ 15:00へ~16 00 

21U lS 00----16.00 

13 30----14: 30 

25i:-1 ・13:00----16 00 

どとうす理主E霊会
2月 2筏 (日) 10時。 14時、 y河f少少、年会館t弘叫4必J 
A 之"
Lμ、一史← 
fタオタオ絵本，また注えるねツハメくん J

却分

げ 2月 9詩 (8) 10時・ 14時、~!:f-:少年会館u、
d主号

，1司ー目立ちたがり屈のサルJ3D分

f開館時間

火~日曜日 9 時~16!王子 30クテ

〈金蝿日のみ、間出烹と参考宰は 9時~日時

50タJト)

日程 2 fj 16 日 ~3 月臼〈除く 3 月 8 E:::l) 

の蝉週日曜日、 5ll間噂時間は10時~12時

定員ノJ" 子 3~6 年生20人く先着脱〉

ずι開輯時間

火~土曜日 9時 ----21時以)分

(Hffj習 H吃〉晃よ 9i民j'---....17(t..i')

w体舘詞 毎週月曜日、 2月日口

介膏合年金銭

手出桟間町12--41 電話32-7029

時間は14時~16時

・定員 小学 3~6 年生20人く先着踊〉

{親子クラフト教室主3
いろいろな動物密作ってみる。

・日程 2月 15日(ニ却、 22日〈二七〕の 2日間a

時聞は時.--16時

ー定員 親と子供 ω、学生) 15紐〈先着絹〉

Eこども晋謹韓議3
いろいろな楽器を横書してみる。

l階白常設展訴替えの工事を 3月末ま

で行っている。なお、新しい麗示物はコ

ンピュータ制聞によるピデオの映{象情報

撞器を導入し、臨場感あふれるコーナー

としてお目見えする。ご期待を。

……一……
合博物盟主ヂ2~油開町12-41 電話33-5111

すこども教室震

{こどもパドミントン鞍璽1
・臼韓 2月 15日〈土)、 22日〈却の 2自問ー
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額揮 1期対象は 3か円以ヒ 4歳 未

満の乳幼児。 3週間から 8週間の

聞編で 3[1引受ける

盟第 2期第 1期の 3["ltJの接額日

から 1年以 J-_1 6か月以内に 1

1ヲJ受ける。 5結 6カリ]に達するま

で受けられるが、 4歳までに終 f

することが望ましい

欝開業医、持拡で接捧そ。接樟付 は

誌白石とご相談を

額料金無料

盤保険証、母子控成手帳を持害

憲懇f号デ控Eまさ刊院本間ー問問、筆記同

誌、抱ブラシ (1歳 6かけ児のみ〉

を持参

3カ、月!是]

2}1 5 Ll 3 三10}-:j1 H-~l()lj メ乞

合 2f:j 19 日 3 年10月 11 口 ~20H ノi

・2fJ26Fl 3 佐 lO jJ 21 !-J ~31bJ ノE

[1最 6カ、月泥]

02月 4f1 2年 8Jj J 日 ~IOU:1一

台 2J118f-:l 2年 8JHE3へ♂

• 2 J]2:， fl 8 Jl2HJ--3HFt 

[3議児]

• 2月 6日 63今 12月 1 日 ~10日当三

・2月20日 63年 12月 11日へ〆20日生

2月27日 63年 12月21日午:31日生

ん

合平塚市 tUT175 義 和 怠 業

(株)にお勤めのよ村政勝さんは5

議)と守口さん (25歳)の一男n 身

f乏67cm、令ド弔8_5kg、 3匂三 4rl:21!:i 

qまれ。

ご両親が，1学校σ 級守という駿

佑ちゃん。 何 で も よ く 常 べ よ く 謎 る

か わ い い 子 。 お 兄 ち ゃ ん の お く ん

( 4必定)もよい fで、むよかしたこと

がなくとてもかわいがってくれる。

お立パは、お年五をたくさんもらっ

たのでママに貯金してもらった。

覇前期(妊娠 6か月までの }j)

2月:3H 今後 11時:-HJ分 ---4持

妊娠中の体む変化と過ごし方、托

安Hヰドy"
2 Jjl0日午後 1時30分時

お付さんと志ちゃんの揖の勘q

お患の準捕とよさ、ちゃんの衣額

2 fj 17H 午前lO時四分~今揖 2時

妊掘εtと成後の:求提(調理主世と

県食試食〉

醐後期〈妊雌 8かn以陣のij)
2月日今後 11時30分 -4

義足善意ヰヒ滋下遂の霊童惑に告書iずる

愛護義広告量殺事事象。ぜひ、 ご事誇毛主。犯罪寺3苦手奇襲義務と

く〉広務叡 48か所

01寵錦繍務 4月 8----5'年 3月31臼

o料 金年華麗84 ∞OF子~144 ， OOû河

o事事主義線機 l}ヨ 16日 ~1 月 3lEヨ

く〉申し込み公溺緑地譲公路管理係

崩使煎者、f実fIl場所は主主選で淡定ずる

ところ

@入者語料 51窓5.000F'l A1.t4，500Fヨ
。議事室券 市災センター、チケットぴあ、ヤンレ

イレコード、務先屋楽器i京、サクラ護霊感本庄、 7t

水害警活外で発売中

揮市主主センターの霞話予約〈今一声)8 寺30分~午後

5碍}

市民センター 震Z言語32" 2235 
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日

(
酷
く
2
月
日
日
)
の
毎
週
火
曜

日
、
全
5
回

・
時
間
午
後
1
時
却
4
H
3
3時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
窓
口
一
貝
却
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
社
会
福
祉
協
議
会
(
電

話
出
l
二
三
一
二
三
)

{
ぃ
黒
字
務
習
金
}

マ
日
程

2
月
4
日
5
3
月
3
日

(
除
く
2
月
日
日
)
の
撞
週
火
曜

日
、
全
4
目

"
時
間
午
後

1
時
却
分
1
3時
却

分守
会
場
撞
社
会
賠

守
定
員
加
人
一
先
着
順
)

守
申
込
先
社
会
福
祉
協
議
会
(
電

話
詔
二
三
一
二
三
)

{
介
銭
従
事
者
聾
成
講
鹿
}

守
日
開

2
丹
田
日
(
火
)
S
U
日

(
木
)
、
会
3
田

咽
時
間
午
桂
1
時
3
4時

守
会
場
平
埋
葉
原
ホ
!
ム

マ
定
員
却
人
(
先
着
順
)

守
内
容
ほ
け
老
人
へ
の
撞
し
方
、

華
麗
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
施
設
高
見
学
ほ
か

マ
申
込
先
平
場
栗
原
ホ
!
ム
(
零

話
出
!
六
O
六
O
)

マ
日
時

2
月
8
日
(
土
)
午
後
1

時
四
分
1
3時

守
会
場
市
役
所
新
館
前

マ
種
額
、
金
額

園
据
え
置
き
思
百
一
一
一
ナ
れ
一
千

百
円
、
百
九
十
日
山
一
千
一
一
一
百
円

E

埋
め
込
み
型
百
七
十
以
一
一
千

四
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
壇
高
生
業
務

課
(
内
緯
五
一
ニ

O)

{
平
場
共
清
構
暁
付
属
品
審
議
事
務
}

マ
受
験
資
格
心
身
共
に
髄
康
な
女

子
加
入

守
入
学
試
験

2
月
四
日
(
木
)
、

羽
田
(
金
)
む
2
日
間

マ
願
書
締
め
切
り

2
月
日
ロ
(
太
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
向
曜
看
護
学
院

(
電
話
回
一
九
五
O
内
綿
七
一
日
)

{
清
生
金
江
甫
嘩
審
議
学
院
}

マ
喧
験
資
格
中
学
校
以
上
を
卒
業

し
た
(
見
込
み
も
可
)
男
女
却
人

守
人
学
試
験

2
丹
訂
日
(
木
)

マ
願
書
締
め
切
り

2
月
回
目
(
火
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
問
准
看
護
学
院

(
電
謡
四
三
八
九
九
)

子
供
と
食
べ
物
を
テ
ー
マ
と
し
た

金
品
を
考
え
る
消
費
者
の
集
い
が
開

か
れ
る
。

マ
日
時

2
月
7
日
「
金
)
午
前
四

時
3
四
時

守
会
場
大
磯
町
保
韓
セ
ン
タ
ー

一現在 1儀8600万円ー

スポーツ教委や選手iこ援助

約
三
千
六
百
万
円
と
を
合
わ
せ

基
金
の
総
績
は
約
一
億
八
千
六

百
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
基
金
の
利
子
で
次
の

よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す。マ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
講
習
会
、

円
と
市
民
の
み
な
さ
ん
、
民
同
競
技
会
の
開
催

聞
砕
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
マ
関
東
大
会
、
全
箇
大
全
国

マ
内
容
事
例
発
表
、
ハ
ネ
ル
テ
イ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

マ
問
い
会
わ
せ
先
平
場
保
健
所
食

品
一
南
佐
謀
(
電
話
出

l
c一一一一
O)

平
理
郵
慣
鼠
で
は
、
平
蝶
市
制
施

行
印
周
年
記
念
と
し
て
、
ス
タ
ン
プ

(
小
型
通
摺
日
付
印
)
の
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
す
る
。

マ
募
軍
期
間
1
月
日
日
(
祝
)
3

2
月
H
臼
(
金
〉

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
佑
ま
い
か

お
勤
め
む
万

詳
し
く
は
、
同
郵
慣
話
(
毒
話
泣

一一一

Q
一)へ。

平
塚
度
誌
の
会
で
は
、
山
に
ひ
ら
つ

か
童
謡
の
つ
ど
い
を
開
く
。

マ
日
時

2
月
日
日
(
土
)
午
後
2

時

1
4時

守
会
場
中
央
公
民
館
ホ
!
ル

マ
出
構
図
体
真
相
会
、
平
塚
養
諜

老
人
ホ
ー
ム
、

zf
塚
少
年
少
女
合
唱

団
、
ひ
ば
り
幼
稚
園
、
道
和
幼
稚
宿
、

崇
器
小
学
校
、
大
臣
小
学
校
、

vr
塚

童
謡
の
会

マ
期
日
等

・
1
月
四
日
(
ホ
)
ヘ
ル
シ
1
料
理

・
2
月
日
日
(
木
)
バ
ラ
ン
ス
の

(
体
育
議
)

良
い
食
事

※
時
間
は
い
す
れ
も
午
前
日
時
:
h
i

後
1
時
加
分

守
会
場
中
央
公
民
館
調
理
実
習
宅

マ
定
口
一
同
市
内
に
お
住
ま
い
の
力
相

人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
手
年
中
央
青
架
卸
克
株

式
会
社
(
遺
品
目
+
一
一
)

マ
日
時

2
月
目
日
(
水
)
、
部
日

(
木
)

円

v
会
場
平
塚
癌
工
会
議
所

マ
対
象
魚
険
物
取
挽
者
の
免
状
を

持
っ
て
お
り
、
か
つ
現
従
危
険
物
施

設
で
作
業
を
し
て
い
る
万

マ
講
習
受
付
1
月
羽
目
(
金
)
午

前
9
時
四
分
ら
午
後
4
時
県
農
業

会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
予
防
諜
歳
晩
物

保
(
内
線
一
一
九
一
一
)

一

思

惑

一

教

室

を

隣

く

一

県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)
で
園
芸

教
室
が
開
か
れ
る
。
無
料

{
土
づ
く
り
と
肥
料
}

マ
日
時

1
月
時
日
(
と
}
午
前
9

時
却
分
5
日
時
却
分

{
裁
載
揖
躍
の
作
り
方
〕

マ
日
時

2
月
1
日
(
土
)
午
前
9

時
油
分
i
日
時
加
分

詳
し
く
は
、
湘
南
園
長
相
談
ゴ

ナ
!
(
同
会
館
内
-
電
話
回
心
五

九
一
江
)
へ
。

マ
日
時

2
月
2
日
(
臼
)

h

r

前
日

時
j
k
J
U
時

守
会
場
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

マ
講
師
南
東
市
宇
佐
美
間
連
合
自

主
防
担
金
会
長
大
高
瑞
芳
氏

マ
内
容
自
主
防
災
組
織
の
実
践
活

動
に
つ
い
て

マ
問
い
合
わ
せ
先
防
災
課
防
災
保

(
内
韓
三
五
七
)

日 F司リ 01
( 平!安
火嘩証国
)毒券信

i霊 J語
月会 菱行
10喜 多民、
日道 行新
(展の日
月} 各本
- 1 ギaiE

月 ャ持
28 ラ

あたたかい
社
会
福
祉
協
議
会

(
電
話
回
一
一
三
一
一
一
一
一
一
)

マ
社
金
福
祉
基
金
へ

-
U人
会

千
円
、
湘
南
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会

十
一
万
七
千
九
百
九
十
三
円
、
地
旧

民
揮
会
六
万
照
子
四
百
凹
ト
円
、

平
副
都
工
業
高
校
八
千
二
百
一
一
十

円
、
湘
央
建
設
組
合
?
二
万
九
千

八
百
じ

f
円
、
一
階
堂
酒
百
五
t

一
百
五
L

八
円
、
テ
ス
ー
リ
ソ
フ
母

親
の
会
一

h
五
千
四
百
円
、
明
神

せ
い
向
子
百
円
、
来
臨
時
金
九

千
一
一
百
円
、
柑
南
農
協
神
切
支
所
地

域
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
お
開
会

五
万
一
千
五

γ

円
、
ご
み
の
資
源

化
フ
ェ
ア
実
行
委
同
会
五
万
九
子

九
首
円
、
木
も
れ
碍
一
一
万
三
一
百
七

十
八
円
、
神
奈
川
県
笥
瀬
回
収
商
業

協
同
組
合
平
堵
友
部
十
五
万
八
千

一一口

E
f一
二
円
、
神
田
高
校
生
徒
会

↑
六
万
九
千
十
六
円
、
錦
町
公
園
理

遊
会
九
千
占
九
L

円
、
鈴
木
時
伎

十
一
一
万
二
千
三
百
一
二
十
円
、
中
原
小

学
校
P
T
A
卜
二
万
一
千
四
百
四

十
円
、
鈴
木
内
対
外
科
寓
紘
一
二
千

四
六
十
七
円
、
南
部
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
二
万
三
子
七
十
七
円
、
湘

南
日
向
岡
菊
友
会
四
万
べ
千
六
百

円
、
和
田
利
彦
一
万
六
千
八
百
十

七
円
、
親
輪
場
'
主
章
第
1
払
い
戻

し
一
同
一
万
六
千
八
百
三
十
五

円
、
大
神
美
監
幼
稚
闘
父
母
の
会

七
千
五
百
円
、
菅
間
金
一
一
三
万

円
、
ラ
タ
ン
会
ふ
じ
一
一
万
九
千
九

百
円
、
ひ
ら
つ
か
市
民
市
実
行
委
員

会
五
万
一
一
子
六
百
六
ト
円
、
岩
崎

春
江
二
十
万
円
、
さ
く
ら
金
五

千
二
百
円
、
秋
山
マ
ツ
一
万
一
一
一
千

円
、
パ
ー
ル
美
容
室
一
万
一
千
六

百
九
十
三
円
、
神
宮
信
一
千
九
百

九
十
千
円
、
小
山
美
栄
子
五
千
百

円
、
平
副
相
看
護
専
門
学
校
・
花
水
地

出
培
葉
会
各
七
千
円
、
大
日
本
脅

嵐
塾
・
熊
沢
武
可
6

浜
旧
芳
雄
紺

龍
彦
各
一
一
万
円
、
む
つ
み
金
み
ど

り
会
・
湘
南
農
業
協
同
組
合
役
員
一

同
・
つ
く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹
介

所
e

鈴
木
漉
次
郎
・
杉
山
忠
治
・
匿

敬称略

名
各
二
均
円
、
出
田
雪
・
神
京
川

県
米
穀
小
売
商
業
組
九
ケ
斗
羽
左
字

子
a

高
本
努
各
十
万
円
、
す
み
れ

会
十
万
二
一
千
円
、
和
田
ム
メ
子

五
万
円
、
フ
レ
ン
ズ
F

匿
名
各
-
一

千
円
、
協
同
組
合
ま
つ
り
叉
行
一
委
員

会
・
み
な
と
蛸
人
会
会
L
i
E
万
円

守
党
議
描
祉
へ
・
降
五
平
円

マ
社
合
福
祉
へ

e

磯
崎
蛸
犬
一
一

千
円

7
交
通
遺
児
へ
・
平
埋
帝
金
二

万
七
千
一
一
百
八
十
円
、
字
塚
市
交
通

安
全
母
の
会
十
万
九
千
四
百
六
十

八
円
、
泉
宗
一
一
予
内
小
林
レ

ン
タ
カ
ー
五
万
♂
子
八
百
七
十
必

可

晶
体
育
諒
(
竜
一
宮
岡
田

O
一
O
一一)

マ
ス
ポ
i
ツ
撞
興
基
金
へ
・
松
揮

知
加
子
二
万
四
百
六
十
円
、
友
川

市
部
五
千
円
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゥ

ォ
!
ク
実
行
委
員
会
十
二
万
七
千

九
百
円
、
平
揮
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
合

平
塚
市
ゴ
ル
フ
協
会
各
十
万
円
、

鳥
沢
統
治
・
高
橋
啓
'
長
本
貞
光
・

撞
本
絢
子
・
橋
本
慢
立
国
E

岬
伊
東
由
紀

子
@
喜
多
村
英
霊
各
一
万
円

みどり纂金

(
内
綿
四
二
五
)

a

フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
居
者
一
向
九
万
六
百
十

円
、
平
田
部
西
口
}
タ
リ
i
ク
ラ
ブ
十

一
万
九
千
八
百
{
八
円
、
相
模
五

万
円
、
平
揮
た
ば
こ
高
業
協
同
組
合

婦
人
部
十
万
円
、
信
総
商
事

τ

万
九
千
八
百
五
十
五
月

敬称略

く〉日程

1 月 15E1 

(水)、 25臼

(七)、 31日

(金)、 2丹

9 日 (El) 京正

谷パールロー

ド、 1月28EJ

(火) 平理品尺

j七口

※時間 10時~15時30分 (1 月 28日のみ 13時~15時

30ラテ)

く〉ご協力ありがとうございました(12月)
敬称略

東海大学、平塚富学校、八重椿 本舗、平塚酋技術

高校、五領ヶ台高校、東海大口 ーターアクトクラ

ブ、平場保慢所 (~ÁJ:c耳体のみ)

敬称略

A
子
さ
ん
は
史
子
一
年
生
。

入
学
し
て
一
学
期
は
元
気
に
登
ょ
う
で
す
。

A
子
さ
ん
は
そ
の

校
し
て
い
た
の
で
す
が
、
二
学
友
達
も
失
い
た
く
な
い
と
思

期
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
毎
朝
っ
た
た
め
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
友
達
か
わ
か
ら
ず
、
身
動
き
が
と
れ

が
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ

お
母
さ
ん
が
不
思
議
に
患
っ
と
で
し
た
。

て
い
る
と
、
一
一

1
一
一
一
目
し
た
ら
も
し
そ
の
と
き
お
母
さ
ん
に

朝
起
き
て
き
ま
せ
ん
。
理
由
を
話
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、

A
子

聞
く
と
、
「
頭
が
痛
い
一
と
言
さ
ん
は
少
し
楽
に
な
っ
た
か
も

う
だ
け
で
、
あ
と
は
何
ち
エ
一
ざ
い
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。
そ
ん
な

A
子
さ
ん
に
と
こ
ろ
が
、

A
子
さ
ん
が
小

ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か
、
さ
い
と
き
お
兄
さ
ん
の
体
が
弱

か
っ
た
た
め
、

お
母
さ
ん
に
侍

で
も
話
宇
ず
る

と
い
う
こ
と
が

で
き
な
い
で
き

て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
一
人

で
苦
し
ん
で
し

ま
っ
た
よ
う
で

教事雪研究所(33)5535

凶
っ
た
お
母
さ
ん
は
相
殺
に
見
す
。

え

ま

し

た

。

お

母

さ

ん

は

A
子
さ
ん
の
こ

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
来
た

A

と
も
お
兄
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に

子
さ
ん
は
、
面
接
室
に
入
る
と
大
事
に
思
っ
て
い
る
の
で
す

ぽ
つ
ぽ
つ
と
友
壌
と
の
間
で
起
が
、

A
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

き
た
出
来
事
を
話
し
て
く
れ
ま
お
母
さ
ん
は
お
兄
さ
ん
の
こ
と

し

た

。

し

か

気

に

か

け

て

い

な

い

よ

う

A
子
さ
ん
に
よ
る
と
、
中
学
に
と
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で

に
な
っ
て
新
し
く
で
き
た
友
達
し
よ
う
。

と
も
っ
と
仲
良
く
し
た
い
と
患
お
母
さ
ん
と

A
子
さ
ん
と
で

い
、
二
学
期
に
な
っ
て
積
極
的
栢
談
に
来
ら
れ
る
簡
に
、
自
然

に
近
づ
い
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
と
二
人
で
話
y
u合
う
ご
と
が
で

の
と
き
か
ら
の
友
達
が

A
子
さ
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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